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中 心 市 宣 言 

稚内市は、宗谷海峡を中心に、東はオホーツク海、西は日本海に面し、宗谷岬からわ 

ずか 43ｋｍの距離にロシア連邦サハリン州・サハリン島（旧・樺太）を望む日本最北 

端に位置する国境の街です。市街地は南北に延びる丘陵地と海岸線にはさまれ、東西に 

約 10ｋｍと細長く形成されています。稚内の歴史は古く 1685 年（貞享２年）の宗谷場 

所開設が『稚内』の始まりといわれ、1949 年（昭和 24年）４月１日、市制を施行して 

おります。現在は、 『水産』を中心に、 『酪農』『観光』を三本柱に北海道北部の都市と 

して発展を続けており、 『情報の共有』 ・ 『参画』 ・ 『協働』をまちづくりの基本原則とし 

て「人と地球にやさしいまちづくり」を推進し、本市の将来像である「人が行き交う環 

境都市わっかない」の実現を目指しております。 

宗谷圏域は、 稚内市と隣接する豊富町、 猿払村、 周辺の浜頓別町、 中頓別町、 枝幸町、 

幌延町、さらには離島である礼文町、利尻町、利尻富士町の 10 市町村で構成され、豊 

かな自然環境を生かした農水産業に加え、観光産業や多くの歴史・文化を有する地域で 

あります。この圏域は、住民生活においても密接に関連しており、本市の医療や教育、 

商業などの都市機能は、日常的に周辺町村から利用されており、一方では本市住民が周 

辺町村の魅力ある自然や食、観光地などの恩恵を受けながら暮らしております。行政事 

務においても、観光や消防、福祉分野など多岐にわたって連携が図られています。 

今後、全国的に少子高齢化社会の進行などによる人口減少や厳しい財政状況の中で、 

これまでのようにすべての市町村にフルセットでの生活機能を備えることが困難な状 

況となることが予想されます。将来に亘って安全安心な住民生活を守り、持続可能なま 

ちづくりを進めていくために「集約とネットワーク」の考え方を基本に中心市の都市機 

能と周辺町村の地域特有の資源を有効活用し、 地域の魅力を高めることが求められてい 

ます。それぞれの市町村が役割を分担し、機能を充実させることにより、圏域をあげて 

人口の流出に歯止めをかけ、 活力を削がれないようにしていくことで圏域の自立と発展 

へとつなげることが重要であります。 

稚内市は、医療や環境、産業など様々な分野において、中心市として圏域の暮らしに 

必要な都市機能の確保に努めるとともに周辺町村のもつ資源や地域性を活用して、 圏域 

住民が安全安心に暮らし続けられるよう定住自立圏の形成を目指していくことを宣言 

します。 

平成 22年３月２日 

稚内市長 横 田 耕 一
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１．都市機能の集積状況 

公共施設等による各種サービス機能、医療機能、商業・娯楽機能、教育・文化機能、そ 

の他行政及び民間分野における都市機能の集積状況は概ね次のとおりです。 

項目 都市機能 施設名等 

国・道の 

行政機関 

国 

旭川地方検察庁稚内支部、旭川地方法務局稚内支局、札 

幌入国管理局稚内港出張所、 稚内税関支所、 稚内税務署、 

小樽検疫所稚内出張所、稚内年金事務所、稚内労働基準 

監督署、稚内公共職業安定所、宗谷森林管理署、北海道 

農政事務所稚内統計・情報センター、東京航空局稚内事 

務所、稚内海上保安部、稚内開発建設部、稚内地方気象 

台、陸海空稚内自衛隊基地、旭川地方裁判所稚内支部、 

旭川家庭裁判所稚内支部、稚内簡易裁判所 

北海道 

北海道宗谷支庁、 稚内保健所、 旭川児童相談所稚内分室、 

稚内土木現業所、旭川高等技術専門学院稚内分校、稚内 

水産試験場、稚内警察署、宗谷教育局 

交通 

鉄道 ＪＲ宗谷本線 

長距離バス 稚内⇔札幌、稚内⇔旭川 

国道 国道 40 号、国道 238号、国道 232 号 

路線バス 市内各路線 

フェリー 稚内⇔鴛泊、稚内⇔香深、稚内⇔コルサコフ 

空港 
稚内⇔東京、 稚内⇔新千歳、 稚内⇔丘珠、 稚内⇔関西 （季 

節運航）、稚内⇔名古屋（季節運航） 

港湾 
稚内港、宗谷港、稚内市ポートサービスセンター、稚内 

国際旅客ターミナル、国内フェリーターミナルなど 

医療・福祉 

二次救急医療機関 市立稚内病院、稚内禎心会病院 

地域周産期母子医療センター 

市立稚内病院 災害拠点病院 

へき地医療拠点病院 

市内医療機関 病院３、診療所 18、歯科診療所 15 

高齢者福祉施設等 
特別養護老人ホーム、地域包括支援センター、在宅介護 

支援センター、デイサービスセンターなど 46か所 

障害者福祉施設等 
障害者支援施設、身体障害者授産施設、知的障害者授産 

施設、ケアホーム、地域活動支援センターなど 53か所 

児童福祉施設等 

児童館、学童保育所、放課後子ども教室、児童デイサー 

ビスなど 15か所、 認可保育所６か所 （市立２、 私立４）、 

へき地保育所４か所、幼稚園７か所（私立７）
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項目 都市機能 施設名等 

教育 

大学 稚内北星学園大学（私立） 

高等学校 
稚内高等学校（道立）、稚内商工高等学校（道立）、稚内 

大谷高等学校（私立） 

養護学校 稚内養護学校（道立） 

文化・社会教育施設 

稚内総合文化センター、青少年科学館、図書館、北方記 

念館、少年自然の家、ノシャップ寒流水族館、大沼野鳥 

観察館、社会教育センター、コミュニティセンター、青 

少年会館など 

スポーツ施設等 

総合体育館、温水プール水夢館、こまどりスキー場、大 

沼球場、スポーツセンターカーリング場、スポーツセン 

ター武道館、宝来テニスコート、緑テニスコート、坂の 

下海水浴場、若葉球技場、ゴルフ場、ノシャップ公園パ 

ークゴルフ場、 こまどりパークゴルフ場、 東スケート場、 

ソフトボール場、宗谷ふれあい公園など 

産業 

商業施設 
大規模商業施設 10か所 

（店舗面積 1,000 ㎡以上 平成 20 年度末現在) 
流通施設 稚内地方卸売市場など 

金融機関 
稚内信用金庫、 北洋銀行、 北海道銀行、 北海道労働金庫、 

郵便局など 

観光施設 
浜勇知展望休憩施設、大沼野鳥観察館、宗谷丘陵展望休 

憩施設、港ギャラリー、稚内港北防波堤ドームなど 

環境施設 

終末処理場、火葬場、一般廃棄物最終処分場、産業廃棄 

物最終処分場、リサイクルセンター、大規模電力供給用 

太陽光発電系統安定化等実証研究施設、風力発電機 74 
基など 

その他施設 ＦＭコミュニティ放送わっぴー
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２．都市機能の利用状況 

本市における都市機能の利用状況は次のとおりです。 

①市立稚内病院患者数 

【単位：人】 

②稚内市立図書館登録者数 ③稚内総合文化センター利用件数 

【単位：人】 【単位：件】 

市町村名 外来患者数 入院患者数 救急外来患者数 

稚内市 ２０２，４１５ ３，９６６ ９，２５８ 

猿払村 ４，９２４ １５６ ２３４ 

浜頓別町 １，１８９ ３４ ２９ 

中頓別町 １１４ １ ８ 

枝幸町 １８３ ５ ２０ 

豊富町 １３，４５２ ３３２ ４２９ 

礼文町 １，９２８ １１０ ３０ 

利尻町 １，５９４ ９７ ４６ 

利尻富士町 ２，０９９ １１５ ５０ 

幌延町 ５，６９９ １９３ １７７ 

その他市町村 １０，３１６ ３５３ ７１６ 

計 ２４３，９１３ ５，３６２ １０，９９７ 

市町村名 登録者数 

稚内市 １７，２６０ 

猿払村 １１０ 

浜頓別町 １７ 

中頓別町 ２６ 

枝幸町 ２３ 

豊富町 ４１１ 

礼文町 ３５ 

利尻町 ８ 

利尻富士町 ５９ 

幌延町 ４４ 

その他市町村 １７ 

計 １８，０１０ 

使用場所 利用件数 

大ホール ５９ 

小ホール ８７ 

美術室 １１７ 

Ａ会議室 １２８ 

Ｂ会議室 １１８ 

婦人文化室 ３０ 

市民ロビー １９ 

計 ５５８ 

※平成 20年度末現在登録者数 

※平成 20年度利用件数 

※平成 20年度患者数（入院については、新規入院患者のみ）
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３．周辺町村と連携を想定する取組 

周辺町村と連携を想定する取組は次のとおりです。 

ア.生活機能の強化 

a.産業振興 

○豊かな自然や農水産物等の資源を活用し、食のブランド化や周遊観光ルート、滞 

在型観光等の研究を行い、既存の連携を拡充させた着地型広域観光の実現を目指 

し、地域経済への波及効果の拡大を図る。 

○稚内港・稚内空港を利用した物流・運航システムの活性化を図る。 

○自然の生態系を保護するとともに有害鳥獣被害対策の連携強化を図る。 

b.医療 

○圏域における医療ニーズと医療資源の実態を把握し、市立稚内病院と圏域内の他 

の医療機関との情報共有を目的としたネットワーク体制の構築を図る。 

c.福祉 

○各種福祉施設等について、圏域住民の相互利用と支援体制の整備を進めるととも 

に、子育てのネットワーク構築等に向けた連携を図る。 

d.教育・文化 

○体育・文化施設の相互利用及び稚内北星学園大学の活用を推進するとともに歴史 

資料等の共有・研究を行い、圏域住民の生涯学習機会の充実を図る。 

○圏域内において、住民がどこの図書館の蔵書であっても身近なところから貸出、 

返却のサービスを受けられるよう、図書サービスのネットワーク化を図る。 

○外国語指導助手の効果を発揮させる研究・研修のネットワーク化を推進する。 

○圏域における教育研究の推進を図る。 

e.環境 

○廃棄物対策、リサイクル事業における広域連携体制を確立することにより、資源 

の消費を抑制し、環境負荷を低減する地域循環圏の構築を図る。 

○新エネルギーの活用及び地球温暖化防止対策、環境保全活動等の取組について圏 

域内で情報を共有し、圏域としての取組方針の確立を図る。 

f.防災 

○圏域住民の安全・安心を確保するために圏域全体での応援体制の整備を図る。 

g.その他 

○上記の他、生活機能の強化に関する取組について、連携を図る。
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イ.結びつきやネットワークの強化 

a.地域公共交通 

○圏域住民の利便性向上のため、コミュニティバス等を含めた交通手段の確保と公 

共交通間の連絡体制の強化を図る。 

b.道路等の交通インフラの整備 

○圏域住民の利便性や物流機能の向上を図るため、陸・海・空の交通アクセスの確 

保と強化、高規格道路や既存国道など、圏域のネットワーク化に繋がる交通網の 

整備促進に向けた体制づくりを推進する。 

c.デジタル・ディバイドの解消へ向けたＩＣＴインフラ整備と利活用 

○行政サービス・教育・観光分野等におけるＩＣＴの活用を促進し、地域情報の共有 

化を図る。 

d.その他 

○上記の他、結びつきやネットワークの強化に関する取組について、連携を図る。 

ウ.圏域マネジメント能力の強化 

a.人材の育成 

○産業・教育など、各分野における圏域としての能力向上を見据えた人材育成を推 

進する。 

b.人的交流 

○圏域内における職員研修の充実や、住民交流の活性化を図る。 

c.その他 

○上記の他、圏域マネジメント能力の強化に関する取組について、連携を図る。 

４．稚内市への通勤通学割合 

中心市である稚内市への通勤通学割合が０．１以上の町村はありません。 

５．連携する意思を有する町村 

連携の意思を有する町村は、次のとおりです。 

猿払村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、豊富町 

礼文町、利尻町、利尻富士町、幌延町


